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マーケットレポート

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成

【 実質GDP成長率（前年同期比）の推移 】 【 失業率と消費者物価指数（前年同期比）の推移 】

オーストラリア経済見通し

 オーストラリア準備銀行（RBA）は2月の定例理事会で政策金利の据え置きを決定。声明文では『今後の金融政策の行方
は引き続きデータとリスク評価次第であり、追加の利上げの可能性を排除することはできない。』と記され、インフレ
や労働市場の見通しを注視していく姿勢を示しました。

 2024年1月の雇用統計では、就業者数(季節調整値)は1,420万1,300人と、前月から500人増加しました。失業率（季
節調整値）は4.1％と前月から0.2％上昇。

 インフレ率は鈍化傾向にあり、引き続きRBAは物価や雇用関連の経済指標を確認しながら今後の金融政策を決定してい
くものと予想。
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マーケットレポートオーストラリア長期金利・株式見通し

【 政策金利と10年国債利回りの推移 】 【 株価（S&P/ASX200）指数の推移 】

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成

 2月の豪州株式市場は、インフレ率の低下や労働市場の緩和を背景に豪州準備銀行（RBA）が年内にも利下げを開始する
との見方が強まったことなどから上昇しました。個人消費を主力に豪経済は堅調推移が続くも、豪州株式は当面、RBA
（豪州準備銀行）による金融政策の方向性を睨みながら慎重な値動きが予想されます。

 RBAは２月の定例理事会で、政策金利の据え置きを決定。声明文では『金融政策の行方は引き続きデータとリスク評価
次第であり、追加の利上げの可能性を排除することはできない。』と記され、追加の利上げの可能性が残ることを示唆。
豪長期金利はRBAの金融政策の方向性に左右される展開が続くものと予想。
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マーケットレポート為替見通し(豪ドル) 

 日銀の植田総裁が国会の答弁で「マイナス金利解除等を実施しても、緩和的な金融環境は当面続く可能性が高い。」と
の姿勢を示したことなどから、日豪金利差拡大が意識され、2月の豪ドルは対円で上昇しました。

 豪州準備銀行(RBA) は2月の定例理事会で、政策金利の据え置きを決定。当面は、RBAの金融政策、および欧米主要国の
金融政策の方向性を睨みながら、一方向に動きにくい展開が続くものと予想します。

【 米ドル/円と豪ドル/円の推移 】 【 豪ドル/円と対米ドル投機的ポジションの推移 】

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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